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令和２年度あわら市郷土歴史資料館事業報告 

 

１.組織 

教育長    大代 紀夫 

教育部長   西川 佳男 

文化学習課長 笹木 幹哲 

館長（再任用）平井 俊宏 （兼務） 

館長補佐   橋本 幸久 （考古学） 

館長補佐   九千房 英之（学芸員、文献史学） 

主査     板東 裕美 （事務） 

主査     林 淳   （学芸員、文献史学） 

技師     橋本 可奈 （学芸員、考古学） 

会計年度任用職員 角 衣利奈（文化財専門調査員、文献史学） 

会計年度任用職員 滝川 順子（整理作業員） 

会計年度任用職員 齊藤 與久（資料館務補助）（6 月～） 

会計年度任用職員 岡澤 魁人（資料館務補助）（6 月～） 

 

２.展示事業 

（１）常設展示 

①ふるさと楽習 

縄 文 時 代：桑野遺跡出土縄文土器等    弥 生 時 代：伊井遺跡出土玉未製品等 

古 墳 時 代：神奈備山古墳出土須恵器等   奈良・平安時代：茱山崎遺跡出土羽口等 

鎌倉・室町時代：河口・坪江荘関係古文書(パネル)江 戸 時 代：北金津宿図(パネル) 

②テーマ別展示 

た た ら 製 鉄：古代製鉄箱型炉の復元等    越 前 滝 瓦：滝瓦の再現組み上げ等     

ジ オ ラ マ：金津宿のにぎわい、河戸等 

  ③本陣飾り物ギャラリー（入替なし） 

№ 名  称 制作地区 制作年 備  考 

１ 極楽鳥絵馬 十日区 令和元年 市長賞 

２ 猪 稲荷山区 令和元年 
市観光協会長

賞 

３ はやぶさ２ 東区 令和元年  

４ 不死鳥 下八日区 平成 30 年 
県商工会連合

会長賞 極楽鳥絵馬 

令和元年市長賞 
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５ あさひの龍 旭区 平成 30 年  

④外面展示（駐車場側） 

1)本陣飾り物：福井しあわせ元気国体 上八日区 平成 30 年度 

2)越前瓦：越前赤瓦（旧滝谷寺獅子口瓦）、越前赤瓦（個人宅鬼瓦） 

   ※新型コロナウィルス感染症対策のため、全区で本陣飾り物の製作が断念されたことから、 

本陣飾り物の入れ替えなし。 

（２）企画展示 

①夏季企画展 「北潟湖ほとりの古代役所と塩づくり」 

7 月 7 日～8 月 30 日の会期で開催を計画していたが、新型コロナウィルス感染症対策のため 

中止。 

②秋季企画展 「金津奉行（仮称）」 

9 月 19 日～11 月 23 日の会期で開催を計画していたが、新型コロナウィルス感染症対策の 

ため中止。 

（３）テーマ展示他 

①テーマ展 「昔の道具と暮らし～自然の素材がいっぱい～」 

・内  容 竹・わら・木に注目して、それらの素材を使った道具と 

暮らしを紹介した。 

・会  期 1 月 15 日～8 月 30 日(前年度引続） 

・入館者数 569 人（4 月 1 日～8 月 30 日） 

 ※展示解説シートあり 

②テーマ展 「新収蔵品展 平成 30 年度～令和 2 年度」 

・内  容 平成 30 年度から令和 2 年度 6 月までに寄贈された資料を 

紹介した。 

・会  期 10 月 27 日～令和 3 年 5 月 9 日(次年度継続) 

・入館者数 1,416 人 

 ※展示解説シートあり 

③ミニ展示 市内文化財紹介 

・内  容 新たに福井県指定文化財になった『龍澤寺文書』（龍澤寺蔵） 

を、そのほかの寺宝とともに紹介した。 

・会  期 10 月 27 日～11 月 29 日 

・入館者数 536 人 

④ミニ展示 新春特別陳列 

・内  容 通常あまり展示される機会のない「四季農耕図屏風」や、 

次年度展覧会の紹介を兼ねて「平本家家系図」を紹介した。 

・会  期 令和 3 年 1 月 5 日～2 月 28 日 

・入館者数 434 人 
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３.普及活動 

（１）講演会 

①細呂木阪東山遺跡を掘ってみてわかったこと、わからなかったこと(夏季企画展関連) 

7 月 12 日に、県埋蔵文化財調査センター所長の赤澤徳明氏に講師をお願いして開催を計画し 

ていたが、新型コロナウィルス感染症対策のため中止。 

②金津奉行について（仮称）(秋季企画展関連) 

10 月に開催を計画していたが、新型コロナウィルス感染症対策のため中止。 

（２）講座（体験も含む） 

①資料館講座 山口喜三太先生を偲ぶ会 

6 月 14 日に、長谷川勲氏他に講師をお願いして開催を計画していたが、新型コロナウィルス 

感染症対策のため中止。 

  ②企画展講座 福井藩の職制について（仮称） 

11 月に開催を計画していたが、新型コロナウィルス感染症対策のため中止。 

③第 1 回ふるさと講座 石碑の見方 

・内  容 漢文石碑の読み方を解説し、市内の石碑資料についても紹介した。 

・日  時 令和 3 年 1 月 24 日 

・会  場 市民文化研修センター 研修室 1 

・講  師 林 淳(当館学芸員) 

・人  数 14 人  

  ④第 2 回ふるさと講座 戦国期の溝江氏一族 

・内  容 戦国期に金津を拠点にした溝江氏について、その歴史や史跡を紹介した。 

・日  時 令和 3 年 2 月 21 日 

・会  場 市民文化研修センター 研修室 1 

・講  師 角 衣利奈(当館文化財専門調査員) 

・人  数 28 人  

  ⑤第 3 回ふるさと講座 金津宿の成り立ち 

・内  容 江戸時代の金津宿に至るまでの、金津の町の成立と発展について紹介した。 

・日  時 令和 3 年 3 月 14 日 

・講  師 九千房 英之(当学芸員) 

・会  場 市民文化研修センター 研修室 1 

・人  数 25 人  

⑥縄文土器作り体験 

7 月 26 日と 8 月 23 日で、造形体験と焼成体験の開催を計画していたが、新型コロナウィル 

ス感染症対策のため中止。 
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（３）出前授業、出張講座、展示解説 

  ①出前授業・展示解説（学校向）  

№ 学 校 学年 内  容 実施日 担 当 

1 金津東小 6 年 出前授業：細呂木製鉄遺跡見学 10 月 16 日 九千房 英之 

2 芦原中 1 年 
出前授業あわら市の成り立ちー地名

を探るー 
10 月 21 日 九千房 英之 

3 
細呂木小・ 

本荘小 
5 年 出前授業：たたら製鉄実習 10 月 30 日 九千房 英之 

4 金津小 3 年生 館内見学：越前瓦解説 11 月 4 日 橋本 可奈 

5 細呂木小 全学年 出前授業：越前瓦解説 11 月 4 日 林 淳 

6 金津東小 全学年 
出前授業：地域再発見ウォーク坪江

(中川地区) 
11 月 5 日 

九千房 英之

角 衣利奈 

7 芦原小 2 年 館内見学 11 月 10 日 
橋本 可奈 

角 衣利奈 

8 北潟小 3 年 出前授業：北潟・波松のお宝発見！ 11 月 18 日 九千房 英之 

9 伊井小 2 年 館内見学 11 月 20 日 
橋本 可奈 

角 衣利奈 

10 細呂木小 2 年 館内見学 11 月 25 日 
林 淳 

角 衣利奈 

11 本荘小 2 年 館内見学 12 月 9 日 
林 淳 

角 衣利奈 

12 金津東小 2 年 館内見学 12 月 11 日 
林 淳 

角 衣利奈 

  ②出張講座 

№ 講座名 テーマ 日  時 担 当 

1 あわら市役所新人研修 あわら市の成り立ちー地名を探るー 4 月 7 日 九千房 英之 

2 
坂井ブロック社会教育委

員研修 
文化財を活用した社会教育について 

令和 3 年

1 月 21 日 
九千房 英之 

3 女性議員研修 あわら市のお宝を知ろう！ 
令和 3 年

3 月 26 日 
九千房 英之 

（４）その他 

①GW イベント 

1)クイズラリー 

4 月 25 日～5 月 10 日に開催を計画していたが、新型コロナウィルス感染症対策のため中止。 

2)文化財パズル 

4 月 25 日～5 月 10 日に開催を計画していたが、新型コロナウィルス感染症対策のため中止。 
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  ②夏休みイベント 

    新型コロナウィルス感染症対策のため中止。 

  

４.資料保存・活用事業 

（１）資料受入 

  ①寄贈 

№ 資料名 点数 受入日 寄贈者 

1 民具（鍬等） 2 点 12 月 8 日 埜沢 昇 

2 子供用の祭り法被、藩札 3 点 12 月 8 日 藤原 博子 

3 民具（蝋燭立て） 1 点 12 月 8 日 橋本 早苗 

4 民具ほか（火鉢等） 12 点 12 月 8 日 藤原 博子 

5 芦原温泉パンフレット等 8 点 12 月 8 日 中田 アイ子 

6 下番区有文書 1 式 令和 3 年 3 月 26 日 
下番区長 徳田 

信幸 

7 民具（バンドコ等） 6 点 令和 3 年 3 月 26 日 伊藤 伊作 

②寄託 

№ 資料名 点数 受入日 所蔵者 

1 安養院文書 9 通 4 月 14 日 
安養院住職  

松木 光仁 

2 八皇子山古墳出土品（須恵器短頸壺等） 22 点 4 月 14 日 北嶋 好勝 

3 越前國坂井郡澤村山林等字限全圖 1 7 月 20 日 沢区 

4 美人夏姿図 1 令和 3 年 3 月 15 日 津谷 芳司 

（２）資料利用 

№ 資料名 点数 内  容 日  時 利用者 

1 

朱銀振分塗伊予札二枚

胴具足・溝江家家紋入

旗幟 

2 点 

貸出：夏季特別展

「天下人の時代」で

展示 

5 月 19 日～9 月 24 日 
福井県立歴

史博物館 

2 
桑野遺跡出土品  

石製品 画像 
1 点 

画像利用：『縄文石

器提要』巻頭カラー

で掲載 

5 月下旬発刊 

株式会社ニ

ューサイエ

ンス社 

3 指中神社狛犬 1 点 
熟覧、撮影：調査研

究 
6 月 7 日 

久米田 賢

治 

4 
桑野遺跡出土品  

石製品 画像 
1 点 

画像利用：池田 20 世

紀美術館 小川忠博

写真展「縄文」で、

6 月 25 日～10 月 13

日 
小川 忠博 
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パネル及び図録に掲

載 

5 多賀谷左近の墓 画像 1 点 
画像利用：「ふくい

ドットコム」に掲載 

6 月 26 日以降 

（該当ページが変更

されるまで） 

公益財団法

人福井県観

光連盟 

6 指中神社狛犬 1 点 
熟覧、撮影：調査研

究 
9 月 1 日 川野 明正 

7 
桑野遺跡出土品（けつ

状耳飾） 画像 
1 点 

画像利用：上毛新聞

文化欄に掲載 
9 月 8 日 上毛新聞社 

8 吉崎山古絵図 画像 1 点 

画像利用：NHK「こわ

でん～怖い伝説」で

放映 

9 月 11 日 

株式会社ト

スプランニ

ング 

9 指中神社狛犬 1 点 
熟覧、撮影：調査研

究 
9 月 24 日 山下 立 

10 
桑野遺跡出土品  

石製品 画像 
1 点 

画像利用：県政番組

「朝だよ！ハピネス

ふくい」で放映 

令和 3 年 2 月 7 日 

福井県総務

部知事公室

広報広聴課 

11 
桑野遺跡出土品  

漆塗椀 
1 点 

熟覧、撮影：調査研

究 
令和 3 年 2 月 17 日 松本 泰典 

12 
桑野遺跡出土品  

石製品 
85 点 

画像利用：ケーブル

テレビ「E～仲間た

ち」で放映 

令和 3 年 2 月 17 日 松谷 達哉 

13 
桑野遺跡出土品  

石製品 
85 点 

熟覧、撮影：調査研

究 

令和 3 年 3 月 16 日～

3 月 18 日 
中村 由克 

（３）資料燻蒸 

  ・実施期間 9 月 22 日～9 月 24 日 

  ・資  料 古文書、掛け軸等 

※燻蒸材を、えきたんくん（二酸化炭素）からヴァイケーンに変更した。 

（４）古文書翻刻（ボランティア 4 人） 

  ・実施期間 毎週金曜日 9:30～12：00 

  ・翻刻資料 佐野家文書（当館蔵）、吉川家文書 

 

５.研究事業 

（１）論文、研究ノート、資料紹介、寄稿など 

  ①論文 

・掲 載 誌 『書論』第 46 号 
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・タイトル 「近代日本における伝統派の書を形作る思想」 

・担 当 者 林 淳 

（２）刊行物 

①名   称 新収蔵品展 平成 30 年度～令和 2 年度 展示解説シート 

 発行年月日 10 月 27 日 

 

６.資料館運営協議会 

 委 員 長 水野 和雄 （学識経験者） 

副委員長 吉田 純一 （学識経験者） 

委  員 長谷川 裕子（学識経験者） 

  宇都宮 高栄（社会教育委関係者) 

  能美 進  （学校教育関係者） 

  荒木 秀子 （家庭教育関係者） 

  寺井 玲子 （家庭教育関係者） 

①第１回 

  ・日時 10 月 7 日               新型コロナウィルス感染症対策のため、例年 

  ・議題 新型コロナ禍後の資料館イベントの   5 月前後に開催される第 1 回協議会は開催せ 

あり方について、郷土歴史資料館の   ず、各委員の委嘱状と令和 2 年度資料館事業 

      評価指標について他          計画を郵送にて発送した。 

 

７.利用状況  

月 

男性（人） 女性（人） 
計 

（人） 

開館 

日数 
小学生 

以下 
中高生 大人 小計 

小学生 

以下 
中高生 大人 小計 

4 1 0 25 26 6 0 11 17 43 20 

5 0 0 17 17 1 0 11 12 29 17 

6 19 2 40 61 18 0 28 46 107 24 

7 42 3 69 114 31 5 55 91 205 26 

8 31 8 63 102 28 6 49 83 185 25 

9 19 1 59 79 22 9 47 78 157 25 

10 22 0 93 115 29 7 71 107 222 26 

11 116 0 109 225 131 4 119 254 479 24 

12 44 1 69 114 45 1 64 110 224 23 

1 24 3 74 101 24 1 45 70 171 26 

2 40 2 88 130 32 0 101 133 263 23 
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3 35 4 87 126 27 3 66 96 222 25 

計 393 24 793 1210 394 36 667 1097 2307 284 

 

８.文化財保護事業 

（１）主な事業 

①指定文化財関係 

№ 内  容 時  期 備  考 

1 吉崎御山清掃管理業務 通年 ・蓮如の里よしざき創成会委託 

2 
桑野遺跡出土品保存修復及び 

保存箱作成 
5 月～令和 3 年 3 月 

・5 月末搬出で修理、2 月末搬入 

・国庫補助事業（国 1/2、県 1/6） 

3 北潟安楽寺大日如来坐像修復 5 月～6 月 

・6 月末で修復が完了し、7 月 5 日 

修復記念のお披露目法会 

・市補助はなし 

4 西国三十三カ所観世音保存修復 5 月～令和 3 年 3 月 
・指定文化財管理・復旧事業対象 

補助率 1/2（宮前公文区） 

5 北本堂神明神社観音堂修理 6 月～7 月 

・指定文化財管理・復旧事業対象 

覆屋（上限 50 万）補助率 1/2 

（北本堂区） 

6 市内文化財説明板改修 
7 月～8 月、 

令和 3 年 2 月～3 月 

・3 個所 

(イチョウ（大鳥神社）、金津城溝江

館跡、仲仕組創立紀念碑) 

7 旧北陸道草刈業務 11 月 6 日 ・シルバー人材センター委託 

②未指定文化財関係 

№ 内  容 時  期 備  考 

1 神宮寺城跡指定に向けた準備 4 月～ 

・事前調査から想定縄張り図を作

成、10 月 4 日現地見学会開催 

・1月 14日文化財指定申請書を提出 

2 
発掘調査等出土鉄器類保存修

復 
6 月～令和 3 年 3 月 

・横垣古墳出土鉄剣等 

・熊ヶ谷古墳出土鉄剣 

・清王古墳出土馬具 

3 
文化財保存活用地域計画策定

準備 
通年 

・文化財掘起し 

・令和 3 年度以降も継続 
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（２）文化財調査 

  ①指定文化財関係 

№ 文 化 財 名 時期 調 査 者 備  考 

１ 
西国三十三カ所観世

音 
5 月～8 月 

市保護 吉田委員 ・保存修復に向けた現状の確認と図

面作成 

2 仏画三幅対 6 月 

市保護 藤川委員 

九千房 館長補佐 

林 学芸員 

・住職交代により、所蔵什物の状態

確認 

3 阿弥陀如来坐像 6 月 
楽浪文化財研究所 

九千房 館長補佐 

・痛みがひどいと地元より要望があ

り、業者と状態確認 

4 イチョウ（安楽寺） 7 月 
市保護 籔内委員 

林 学芸員 

・安楽寺のイチョウが弱っていたの

で、状態を確認 

  ②未指定文化財関係 

№ 文 化 財 名 時期 調 査 者 備  考 

1 神宮寺城跡 5 月 

南洋一郎氏 

（城郭研究家） 

橋本 館長補佐 

・神宮寺城跡の指定に向けた踏査 

2 石殿、石造狛犬 7 月 九千房 館長補佐 

・住職の依頼で、安楽寺裏手の斜面

にある笏谷石製の石殿と石造狛犬

の調査 

3 鹿野家調査 11 月 

県文書館・宇佐美

氏、田川氏、九千房 

館長補佐、林 学芸

員、角 文化財専門

調査員 

・北前船船主の家だった鹿野家の蔵

が取り壊されるため、蔵の中の確認

調査を実施 

・古文書は県文書館、掛け軸、額、

屏風、民具等をあわら市が引き取り 

4 石造狛犬 12 月 九千房 館長補佐 

・田中々地区から県博へ調査依頼が

あり、県博より協力要請があった。 

・16 世紀中期～17 世紀前期の石造

狛犬 23 体を確認。 

（３）文化財指定 

№ 名  称 分類/種別 区分 所在 指定日 備  考 

1 龍澤寺文書 

有形文化財 

古文書・書

跡・典籍 

県指定 御簾尾 9 月 4 日  
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2 神宮寺城跡 
記念物 

史跡 
市指定 沢・指中 令和 3 年 3 月 25 日  

 

９.埋蔵文化財 

（１）埋蔵文化財行政   

№ 内  容 時  期 備  考 

1 埋蔵文化財発掘届出収受と進達 その都度 23 件 

2 工事立会・試掘調査 その都度 立会 2 件、試掘調査 0 件 

3 各種開発行為等意見照会・回答 通年 16 件（うち覚書締結 3 件） 

4 埋蔵文化財包蔵地照会・対応 通年 125 件（うち包蔵地内 43 件） 

5 建築物確認申請意見照会・回答 通年 104 件（うち意見回答 29 件） 

（２）発掘調査 

  ①清間遺跡 

 調査期間：10 月 5 日～11 月 19 日 

 調 査 地：清間地係 

 調査面積：900 ㎡ 

 時  代：古代・中世 

 担  当：橋本 幸久、橋本 可奈   

概  要：第 8 次となる今回の調査は、工事の都合で 2 工区に分けて実施したが、その接続部 

が未調査の段階で崩落したため 2 工区が接合せず、調査面積は当初予定より減少し 

た。出土遺物は、中世の土師質小皿が大多数を占め、弥生土器、奈良・平安時代の 

土器、越前焼などが確認でき、ほぼ完形の弥生時代後期の壺形土器 1 点も検出した。 

明確な住居跡はないが、弥生時代後期や古代の溝、中世の土器溜り状の土坑等が 

あり、各時代の集落跡の一部を検出できた。 

 

 

10.文化財保護委員会 

 委 員 長 吉田 純一 （建築学） 

副委員長 水野 和雄 （考古学） 

委  員 長谷川 裕子（古文書学） 

     籔内 昭雄 （樹木医） 

     川波 久志 （民俗学） 

清間遺跡調整池部分調査区全景（南から） 弥生土器全体検出後の状況（西から） 
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     藤川 明宏 （仏教美術） 

     能美 進  （郷土史家） 

①第１回 

  ・日時 令和 3 年 2 月 10 日           新型コロナウィルス感染症対策のため、例年 

  ・議題 令和 2 年度文化財保護事業報告、市   5 月前後に開催される第 1 回保護委員会は開 

指定文化財の諮問に係る審議（神宮   催せず、各委員の委嘱状と令和 2 年度資料館 

      寺城跡）他              事業計画を郵送にて発送した。 

 

11.市民文化研修センター 

（１）貸室各面積と使用料 

室  名 面  積 １時間当たりの使用料（冷暖房使用時） 

大ホール 125.76 ㎡・約 9.4ｍ×12.9ｍ 320 円（420 円） 

研修室１ 64.48 ㎡・約 7.1ｍ×8.7ｍ 260 円（340 円） 

研修室２ 32.60 ㎡・約 4.3ｍ×7.1ｍ 
210 円（270 円） 

和  室 33.05 ㎡・17.5 畳 

（２）利用者数と利用回数 

月 利用者数 利用回数 
減免状況 

100% 50% 減免なし 

4 月 34 9 0 0 9 

5 月 46 8 2 0 6 

6 月 270 38 12 9 17 

7 月 472 56 18 18 20 

8 月 442 55 21 14 20 

9 月 356 48 17 12 19 

10 月 741 79 25 20 34 

11 月 660 66 27 20 19 

12 月 763 73 28 17 28 

1 月 661 53 24 9 20 

2 月 845 72 39 11 22 

3 月 866 86 34 20 32 

計 6156 643 247 150 246 

（３）主な利用団体     

№ 利用団体等 利用日・時間・会場 

1 健康体操 毎週火曜日 10：00～11：00（大ホール） 
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2 太極拳 
毎週水曜日 20：00～21：00（大ホール） 

毎週土曜日 15：00～18：00（大ホール） 

3 ３Ｂ体操（角谷） 毎週水曜日 19：30～21：30（和室） 

4 書道教室 
毎月第 1～第 3 水曜日 14：45～17：45（研修室１） 

毎月第 1～第 3 木曜日 14：45～17：45（研修室１） 

5 生け花稽古 毎月第 1・第 3 木曜日 19：00～21：00（研修室２） 

6 民謡学習（あわら市民友会） 毎月第 1～第 3 木曜日 19：00～21：00（研修室１） 

7 ヨガレッスン 毎月第 1～第 3 木曜日 19：30～21：30（大ホール） 

8 古文書学習 毎月第 1・第 3 水曜日 13：30～15：30（研修室２） 

9 非公式ベイブレード大会 毎月第 1 日曜日 13：00～18：00（大ホール） 

10 ３Ｂ体操（加藤） 毎月第 2・第 4 水曜日 10：30～11：30（大ホール） 

11 オカリナ教室 毎月第 2・第 4 水曜日 19：00～21：00（研修室２） 

12 坂井地区歯科医師会学術研修 毎月第 3 水曜日 18：30～21：00（研修室１） 

13 人権・行政相談 毎月第 2 火曜日 13：30～16：00（研修室２） 

14 介護予防活動 毎月第 3 木曜日  9：30～12：30（研修室１） 

15 童話の会 毎月第 2 土曜日  13：30～16：30（研修室１） 

16 くるみの会 毎月第 4 土曜日 13：30～16：30（研修室２） 

17 あわらおはなしの会 毎月第 4 土曜日  9：30～12：00（和室） 

18 ひとり親家庭学習支援 毎月 3 回日曜日  10：00～12：00（研修室１・２） 

 


